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会 議 記 録 兼 報 告 書 

議 題  第 67 回伊那まつり 事務局会議 

日 時  令和 7年 1月 21 日（火）午後 6時 30分から午後 8時 30分まで 

場 所  伊那市役所 501 会議室 

出 席 者 

・実行委員長：守屋明、事務局長：工藤陽介、事務局次長：鈴木昌幸、竹腰充 

・総務広報委員会 

山岸賢司（伊那商工会議所）、武田祐也・宮下直人（観光課） 

・市民おどり委員会 

細江孝明（伊那市公民館運営協議会）、山岸洋子（伊那まつり踊り振興会）、 

柴正人・林裕二・安江輝（商工振興課） 

・おまつり広場委員会 

  鈴木つかさ（伊那商工会議所青年部）、中村英治・川口智寛（観光課） 

・交通委員会 

常田祐輔・髙橋亨（生活環境課） 

・市事務局  

清水俊一郎・池上政史（観光課） 

・オブザーバー  

藤澤正洋、飯島香織、佐藤駿 

 

議事概要 

１ 開  会 

２ あいさつ（守屋実行委員長・工藤事務局長） 

３ 協議事項（進行：工藤事務局長） 

(1)第 68 回伊那まつりについて 

〇「事後アンケートに対する事務局会議としての方針」（資料１－１）を確認する。 

◆質疑応答 

【市民おどりについて】 

（市民おどり委員会） 

・伊那市では伊那北駅周辺の開発（まちづくり）が大事になっている。伊那まつりでもその点を意

識して、伊那北駅～伊那市駅の間を大事に考え、踊りができるようにしていくことがこれからの

伊那市にとっても良いのではないか。 

・地区連については、地域住民へ参加を強制するのは確かにいけないことだが、地区をまとめるこ

とも地区役員の務め。役員が積極的に動かなければ地区連は増えない。少なくとも区長が先頭に

立って希望者を募り、1人・2人でも参加してもらえると良い。皆が協力し合う「力」を作るには、

「連を作って踊る」ことも大事だと思う。第 68 回は地区連が 1つでも増えることを目標としたい。 

（実行委員長） 

・伊那地区区長会において「合同参加でも良いので、ぜひ前向きに参加してほしい」と呼び掛けて

いる。結果として第 67回は荒井区と狐島区の 2地区だったが、3月の会議で今一度呼び掛けてい

く。 
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（事務局） 

・伊那市駅～伊那北駅（伊那北駅方面へエリアを移す）については、地域の理解と交通規制の課題

等がある。第 68 回での実現は明言できないが、引き続き検討事項としたい。 

【伊那商工会議所青年部による「前夜祭」の恒例イベント化について】 

（青年部） 

・令和 7年度事業となるため何とも言えない。人員等の課題があるが前向きに検討していく。 

 

〇「第 68回伊那まつりについて（案）」（資料１－２）を基に概要の協議、課題の共有を行う。 

◆質疑応答 

【日時について】 

（おまつり広場委員） 

・おまつり広場の営業時間は各々の判断とするのか。 

（事務局） 

・営業の終了時間は交通規制に合わせる。（現時点では午後 9時終了） 

【会場について】 

（市民おどり委員） 

・春日公園下交差点周辺は「暗くて、人も少ないから踊っていても張り合いがない」という意見が

あるため、折り返しの南端を少し北側に移すことを検討していただきたい。 

（事務局長） 

・南側を賑やかにしたい等の思いから、第 67 回の伊那 BT に設けた子ども広場を「南側に配置する

のはどうか」という意見がある。今後の開催方法を検討する意味でトライしてみたい部分ではあ

る。また、「暗い」という課題に関しては、照明器具を設置することでクリアしたい。 

【踊りの時間について】 

（市民おどり委員） 

・参加連のアンケートの中では、時間延長を望む声、ちょうど良かったとの声が両方ある。酷暑中

の開催で熱中症への対策も必要であるため、基本的には第 67 回同様（2 時間）とし、今後委員会

の中で検討する。 

【花火打上げ時間について】 

（事務局） 

・踊り終了後に、踊り参加者が余裕を持って花火が見える場所まで移動できる流れを作るため、花

火打上げ時間をずらす案（午後 7時 30分～8時→午後 8時 30 分～9時）がある。 

（市民おどり委員） 

・午後 9 時に交通規制が解除されるため、ずらすとすれば 8 時 15 分～8 時 45 分とした方が良いの

ではないか。 

（事務局） 

・第 67 回では伊那警察署からの指導を踏まえて、帰路を促す目的で午後 8 時 50 分～9 時に「蛍の

光」を流した。花火打上げの時間を変更する場合は、この点を考慮していく。 

 

〇第 68 回伊那まつりコンセプト等について（資料２）を協議する。 

 ・各委員が作成した案について説明 

【基本方針について】 

（基本方針は「年度で変えるのではなく継続していくべき」との意見を踏まえ） 

・多数決により、基本方針は第 66回・67 回を踏襲することが承認された。※NEXTSTAGE は削除 

「市民が集い共に考え共に行動して成し遂げる市民まつり」 

【テーマ・キャッチフレーズについて】 

・第１選考 

委員が作成した提案から類似のキーワードをまとめ、多数決をとる。 

 「笑顔（笑顔で前進）・楽しむ」：10 人、「飛翔・躍進」：6人、「つなぐ・連」：0人 



- 3 - 

 

（おまつり広場委員） 

 ・「楽しむ」は非常に良いが言葉尻がシンプル過ぎないか。 

（おまつり広場委員） 

 ・エンジョイナはどうか。→委員が多数賛成のため追加する。 

 ※エンジョイナ：ENJOY（楽しむ）JOIN（参加する）INA（伊那）の 3つの意味がある。 

・第 2選考 

 楽しむ：2人、笑顔：1人、笑顔で前進：9人、エンジョイナ：7人 

・最終投票 

 笑顔で前進：10人 エンジョイナ：9人 

→「前進」が前年と被るので、「躍進」とする。 

→テーマ「笑顔で躍進」 キャッチフレーズ「エンジョイナ!!」 

 

(２)その他 

  意見等なし 

 

４ その他 

（１）今後の日程について 

   ・次回事務局会議  ：2 月 14 日（火）午後 6時 30分 市役所 501・501 会議室 

   ・第６８回実行委員会：3月 11日（火）午後 6伊 30分 市役所 501・502 会議室 

（２）その他 

   意見等なし 

 

５ 閉会 

以上 

 

 


